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　2000年度の研究は源氏物語「桐壺」巻，「帯木」巻の
準拠と典拠について，『河海抄』『花鳥余情』『眠江入楚』
の指摘を中心に，その他の中世近世の注釈書の指摘をも
調査し，整理，検討した。また今日の研究で作品の読解
や解釈において新たな史実との関係の指摘がなされてい
るし，典拠や出典についての検討も行われている。それ
らについての調査と整理も進めている。ただ何をどこま
で準拠や典拠の範囲として認定するか，認定できるのか
という問題は厄介である。
　それはともかく，「桐壷」「帯木」の両巻は源氏物語の
冒頭の二巻であり，準拠と典拠がともにきわめて多い巻
である。源氏物語が始発するにあたって準拠や典拠を多
用したことは，この物語の性格や特色を理解する上でき
わめて重要な問題である。
　「桐壷」巻について具体的に見てみると，桐壺帝の皇
統について『紫明抄』は桓武天皇との比定を試み，『河
海抄』は醍醐天皇に比定する。こうした準拠説による源
氏物語の読みの目指すところは物語に史実の反映を確認
することを通して，注釈者である中世公家にとって先祖
の栄光の時代を確認することでもあったろうが，それ以
上にこれは源氏物語の方法の特色を明らかにするものと
して今日評価すべきことと考える。
　桐壺帝を桓武天皇や嵯峨天皇，醍醐天皇に比定するこ
とは物語の事実と十分な整合性を持ち得ないので，その
ものとしては成立し得ないが，そうした指摘や検討が中
世の注釈書で繰り返し行われたことの意味は少なくな
い。一つは源氏物語が確かに平安時代の王権と皇統の問
題について独自な観点を示そうとしていたと考えられる
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ことであり，それが同時代の文章道的文学観，政教主義
的文学観を取り入れた源氏物語の文学論の具体的な達成
であったと考えられるからである。
　源氏物語の王権と皇統の問題とは桐壺帝の親政と律令
の理想を謳うことであり，桐壺帝の物語はそうした物語
として理解すべきであるし，位置づけるべきなのであ
る。そのような物語の達成の裏付けとして，「日本紀な
どはただかたそばぞかし。これらにこそ道々しくくはし
きことはあらめ」という物語論が可能になったのである。
　典拠あるいは引用については，「桐壷」巻では「長恨
歌」「李夫人」を挙げなければならないが，それがどの
ような意味をもったかといえば，「長恨」の物語を形成
する基盤として据えられたことである。これを典拠とし
て指摘した中世の注釈書はここでも源氏物語の根幹を押
さえていたといってよい。そうした調査を継続中である。
